
題 :豊太 郎 の人生に おける失 敗  

 

①私はこ の舞姫を 読んだ時 にまず、 エリスと いう人物 がとる行 動の一つ 一つにわ ざと ら し

さと苛立 ちを覚え た。そし てエリス のとる行 動が全て 不自然に 感じた。 そのため 私は こ の

レポート でエリス のとる行 動から、 「エリス は最低だ 」という 結論に至 るまでの 経緯 を 説

明する。  

  そして 最低な女 エリスに 人生を狂 わされた 豊太郎に は、自分 の意思を 持ち、責 任感 の あ

る人間に なること が欠けて いたんだ というこ とを述べ たい。  

 

②まずエ リスはど のように 最低なの かという と、エリ スは元々 豊太郎の 金を目当 てに 近 づ

き、豊太 郎を利用 しようと していた のである 。エリス の不審な 行動は豊 太郎との 出会 い か

ら始まる 。  

  豊太郎 がクロス テル巷の 古寺の前 で泣いて いるエリ スに声を かけ話を 聞いてい る時 、 話

の途中で エリスは 豊太郎の 肩に寄り 掛かって いる。こ れは、豊 太郎の気 を引くた めに と っ

た、エリ スの計画 的な行動 であると 考えられ る。  

  又、こ の時の「 君は善き 人なりと 見ゆ。彼 のごとく むごくは あらじ。 」などと いう 言 葉

も、お人 好しな豊 太郎にエ リスを助 けざるを 得ない状 況を作り 上げると いうエリ スの 作 戦

であるよ うに見え る。  

  その後 豊太郎を 家に招い たエリス は、豊太 郎を家に 入れる前 に母親に 『豊太郎 とい う 日

本人がワ イゲルト 家の貧し い暮らし を助けて くれるか もしれな い』とい うような こと を 説

明してい る。それ はエリス が豊太郎 を家の前 まで連れ て来た時 と、エリ スだけが 家に 入 り

母親と話 し合った 後の、母 親の豊太 郎に対す る態度の 違いから 分かる。 エリスと 話し 合 う

前の母親 は豊太郎 に対して 「戸を激 しくたて 切りつ。 」のよう に大変無 愛想だが 、そ の 後

「慇懃に おのが無 礼の振る 舞ひせし を詫びて 」と丁寧 に対応し ている。 これはエ リス が 母

親に『豊 太郎はお 金をたく さん持っ ているよ うに見え る。』と 言ったか らだろう 。も し 言

っていな ければ母 親は再び ドアを開 け、豊太 郎に丁寧 に詫びて 家に入れ ることは なか っ た

だろう。  

  エリス の家に入 り、豊太 郎がエリ スの部屋 に入ると 、エリス は「高価 き花束」 を生 け て

ある横に 「羞を帯 びて」立 っていた 。それを 豊太郎は 「彼は優 れて美な り。」と 感じ て い

る。つま りエリス は、自分 の美しさ が「高価 き花束」 に引きを とらない くらいの もの で あ

ると知っ ていて、 それをア ピールし 豊太郎の 気を惹こ うとした のだと考 えられる 。  

  そして 豊太郎が 自らの時 計をエリ スに渡し た時にエ リスは涙 を流した 。又、そ のお 礼 に

豊太郎の 下宿まで 花束を持 って来て いる。こ れらの行 動から、 次の助け を期待し てい る こ

とが分か る。つま りエリス はこうす ることで 豊太郎が また金銭 的援助を してくれ ると 思 っ

ているの だ。  



  この全 てのこと から私は 「エリス は金目的 で豊太郎 を利用し た最低な 女だ」と 考える。  

 

③豊太郎 はエリス によって 人生を狂 わされた のだ。  

  本来な ら明治２ ２年に独 逸での任 務を終え 、日本に 帰る予定 だった。 しかしエ リス と の

交 際 発 覚 に よ り 免 官 に な っ た の で 帰 れ ず 、 エ リ ス が 妊 娠 し た こ と が 分 か っ た 時 に は

P282 .L15 .「さらぬ ～まし。 」とある ように大 変困って いる。  

  天方伯 に「我と 共に東に 帰る心な きか、」 と聞かれ た時には P295 .L2 .「あなや ～起こ れ

り。」と いう思い が豊太郎 の頭の中 にはあっ た。この ２点から 、豊太郎 が抱いて いた 『 日

本に帰り たい』と いう気持 ちは大変 大きかっ たことが 分かる。 にも関わ らず日本 に帰 る こ

とをエリ スに伝え る決心が なかなか つかなか ったのは 、豊太郎 が昔から 所動的な 人間 で あ

ったため エリスに 嫌われる のが怖か ったから だと私は 考える。  

  豊太郎 はエリス に日本に 帰ること をなかな か伝えら れず、や っとのこ とで伝え る決 心 を

し帰宅し たが、そ の頃には すでに精 神的に限 界が来て いた。も し自らの 口でエリ スに 伝 え

ることが できてい れば P29 0 .L15 .「そ れも～得 ん。」や P291 .L7 .「我が東 に～なり なん。 」

からわか るように エリスは 元々豊太 郎の帰国 に着いて 行くつも りだった のだから 、エ リ ス

は発狂な どしてい なかった はずであ る。エリ スが発狂 していな ければ豊 太郎はこ の後 送 っ

た人生と は違う人 生を送っ ていただ ろう。  

  このよ うな所動 的な性格 故にに豊 太郎は精 神病とい う形でエ リスを失 うという 苦し い 現

実を作っ てしまい 、これか らの人生 をそのよ うな過去 を背負っ て生きて いかなけ れば な ら

ないこと になって しまった 。  

  もし豊 太郎が所 動的な性 格でなけ れば、こ の最低な 女エリス に人生を 狂わされ るこ と は

なかった だろう。  

  このこ とから分 かるよう に所動的 でなく自 分の意思 を持ち、 責任感の ある人間 にな る こ

とが自分 の人生を 悪い方向 に導かな い最低条 件なので ある。  

 

  参考 :現 代語訳  


